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認定こども園の開園に向けて 

「１ 概要」 

平成２７年４月に「子ども・子育て支援制度」がスタートし、すべての子どもが、

平等に質の高い幼児教育を受け、社会全体で子どもの育ちや子育てを支えていくこ

とが必要とされました。 

本市では、幼児教育のあり方について、学校再編の中で検討を進めた結果、周西

幼稚園で培ったスキルを人見保育園に継承し、君津市版の認定こども園を導入する

こととしました。 

園児にとってよりよい子育て環境を目指して、認定こども園２０２０年４月の開園

に向けて準備を進めてまいります。 

「２ 目的」

 「園児にとってよりよい子育て環境」を目指してまいります。 

そして、幼児教育・保育の充実、公立の幼児教育としての役割、多様化する保護

者ニーズに対応していくことを目的として、子育て環境の整備を進めるものです。 

「３ 考慮すべき点」 

 人見保育園の認定こども園への移行に際し、次の点について考慮していく必要が

あります。 

① 待機児童に影響がないようにすること…保育需要が高い点

② 公立の幼児教育としての役割…様々な事情により私立幼稚園等に入園でき

                                     ない子への配慮 

③ 幼児教育のスキル継承…周西幼稚園で培ったスキルを継承していく

④ 保護者ニーズに対応…時代が移り変わり、多様化するニーズへの対応

以上、４点を考慮し、認定こども園への移行を進めてまいります。 
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「４ 認定こども園の類型」

 認定こども園移行の際には、次の４類型から本市にあった類型を選択しなければ

なりません。類型は、幼保連携型、保育所型、幼稚園型、地方裁量型です。詳細は、

資料２をご覧下さい。 

なお、移行にあたっては、「３ 考慮すべき点」を踏まえて進めてまいります。 

※資料２の認定については、資料３をご覧ください。 

【補足】 

教育認定…子どもが３歳以上で、幼稚園、認定こども園を利用する場合で、４

時間利用可能。 

保育認定…保育を必要とする事由に該当し、保育所、認定こども園で保育を希

望する場合で、最長１１時間利用可能。 

「５ 具体的な方策及び取組について」 

（１）方策  

ア 類型について 

子ども・子育て会議及び総合教育会議の意見を参考に決定 

イ 定員について 

子ども・子育て会議にて、決定（子ども・子育て支援法第７７条第２項）

ウ カリキュラムについて 

カリキュラム検討委員会を立ち上げ、現場の職員と決定

（２）取組 

ア 周西幼稚園のスキル継承 

周西幼稚園から人見保育園に職員を配属したことにより、活動等が一

部継承されています。

イ 先進地視察 

認定こども園への移行にあたり３市に視察に行ってまいりました。 

     館山市…幼保連携型 市原市…幼保連携型 千葉市…保育所型 

「６ 今後のスケジュール」

 認定こども園へと移行する諸手続き、また、必要な施設整備等を実施していくこ

とから、１０月に類型を、年度内（３月）に定員を決定したいと考えております。 
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